
題材：「ＨＥＬＬＯスポンジモンスター」評価規準と支援 
【関】：関心・意欲・態度 【発】：発想や構想の能力 【技】：創造的な技能 【鑑】：鑑賞の能力 

 
 

時配 
(時) 

主な学習活動 学習活動における具体的

な評価規準（評価資料） 
評価基準及び評価後の支援(⇒) 

Ａ(十分に満足) Ｂ(おおむね満足) Ｃ(努力を要する) 
１ 
２ 

スポンジ星の

モンスターの

話を聞き，スポ

ンジを組み合

わせ胴体をつ

くる。 

【関】 
どんな作品にしたいかイ

メージをもち，２つのス

ポンジを工夫して組み合

わせ胴体をつくる。 
(活動の様子，胴体までつ
くった作品) 

モンスターについ

てのイメージを膨

らませ，スポンジ

を曲げたり捻った

りして胴体を作

る。 
 

スポンジを曲げた

り捻ったりして胴

体を工夫して作

る。 
⇒目の位置を確認

させどんなモンス

ターになるかをイ

メージさせる。 

スポンジを組み合

わせて接合してい

る。 
 
⇒スポンジを曲げ

たり捻ったり縮め

たりさせることで

モンスターの全体

像をイメージさせ

る。 
３ 
４ 

キューブきっ

ずを使ってス

ポンジモンス

ターのアイデ

アスケッチを

する。 

【発】 
胴体の画像を基にして自

分なりに体形を変えたり

手や足などの部分を付け

加えたりしてアイデアス

ケッチを描くことができ

る。 
(活動の様子，ワークシー
トの記述) 

胴体の画像を基に

スポンジの特徴を

考え，手足などを

付け加えたり，色

を変えたりしてア

イデアスケッチを

描くことができ

る。 
 

胴体の画像を基に

手足などを付け加

えたり，色を変え

たりしてアイデア

スケッチを描くこ

とができる。 
⇒手足などの形，

その部分の色など

立体になった時の

イメージを想像さ

せアイデアスケッ

チを描かせる。 

胴体の画像を基に

単純に手足を付け

加えている。 
 
 
 
⇒手足の指の数，

爪，大きさなどに

着目させ自分らし

く描けるように支

援する。 

５ 
６ 
７ 

アイデアスケ

ッチを基に，制

作する。 

【技】 
アイデアスケッチを基に

色や形を考え胴体を変形

したり手足などを付けた

りすることができる。 
(活動の様子，作品，ワー
クシートの記述) 

アイデアスケッチ

を基に，胴体を変

形したり，部品を

しっかり付けたり

思いついたアイデ

アを取り入れたり

して，制作するこ

とができる。 
 

アイデアスケッチ

を基に胴体を変形

したり，部品をし

っかり付けたりす

ることができる。 
⇒針金，鋏，接着

剤の使い方などの

技能面での支援を

する。 

表現することが分

からず，活動が停

滞している。 
 
 
⇒アイデアスケッ

チで制作しようと

思っていたことを

再認識させ，技能

面の支援もする。 
８ 自他の作品を

鑑賞する。 
【鑑】 
自分の作品のよさを認識

し，友達の作品のよさを

見付けることができる。 
(活動の様子，ワークシー
トの記述) 
 
 
 
 
 
 

自分の作品のよさ

を友達に伝え，友

達の作品のよさを

３つ以上見付ける

ことができる。 
 

自分の作品のよさ

を見付け，友達の

作品のよさを見付

けることができ

る。 
⇒教室内を歩き回

らせたり，作品と

アイデアスケッチ

を比較させたりす

ることでよさに気

付かせる。 

友達の作品のよさ

を見付けられな

い。 
 
 
⇒体全体，手足な

どの部分などに視

点を与え，作品を

見るように促す。 


